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第 1回草津市地球温暖化対策推進本部会議 （R7.7.28 開催）での主な意見および対応 

No 意見、指摘事項 回答、対応方針 

●次第２ 令和６年度 草津市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の取組について 資料２ 

１ 令和６年度に公用電動車の導入実績はある

のか。 

令和６年度は公用電動車の導入実績は無い。 

なお令和７年度については、６台の公用車（ガソ

リン車）をリース更新のタイミングでハイブリッ

ド車に変更する予定。 

●次第４ 令和７年度 草津市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の取組について 資料４ 

２ 省エネ法に基づく低減目標を、市長部局・教

育委員会部局ともに、「▲１％」としている

が、この目標設定で良いのか。熱中症対策と

して空調使用量の増大も必然となるなか、計

算上は「▲17.7%」（市長部局）あるいは「▲

11.1％」（教育委員会部局）とすべきところ、

対外的な説明が難しいのではないか。 

厳しい状況ではあるが、令和６年度に約 10,000

器、令和７年度に約 20,000器導入する LED照明

の効果は大きいと見込んでいる。ただし、令和７

年度はまだその効果が十分現れる年度でないた

め、最低限めざすべき「▲１％」を目標値とし、

その他の省エネ対策にも取組んでいくとした。 

短期的には「▲17.7%」「▲11.1％」を達成するた

めの根拠となる大規模な事業は無いため「▲1%」

としたが、令和１２（2030）年度まで中長期的に

削減していくことを視野に、今後の省エネ対策を

検討してまいりたい。 

３ 先の幹事会での開庁ガイドラインに係る議

論（参考資料５ ８）の内容は理解するが、

使っていない会議室を消灯するのは当然で

あり、事務局としてはどう考えているのか。 

昼休憩中の照明点灯については、開庁時間が短く

なるなか、市民が昼休憩中も来庁しやすい雰囲気

づくりをしたいという意図もあると伺っており

一律に執務室についても消灯するよう呼びかけ

るのは難しいと考えている。 

省エネ削減目標の達成が厳しいなか、小さな省エ

ネ行動を積み重ねていくことも重要だと認識し

ており、昼休憩中の照明消灯以外の取組について

も呼びかけていきたい。 

●次第５ 令和７年度 ゼロカーボンシティくさつ推進事業の取組について 資料５ 

４ 事務事業編については、資料２で CO2排出

削減や省エネの実績を数字で示しており、資

料４で目標も明記しているが、区域施策編に

ついてはどのように対策していくのか。 

このままでは、区域施策編の５０％削減目標

の達成は困難ではないか。 

資料１の説明のとおり、５０％削減目標を立てた

草津市域からの CO2排出量は、国全体の想定排

出量から統計データを用いた按分により推計さ

れているため、区域施策編における個々の事業実

績としての CO2削減量が積み上げられて直接的

に反映されるものではない。 

しかしながら、計画策定の審議のなかで、個々の

事業ごとに CO2削減量が把握できるものは把握

し、対策をうっていくということで了となったの

で、今後の進捗管理においては、可能な限り、事

業ごとの CO2削減目標に対する実績を報告させ

ていただく予定である。 



2 

 

５ 区域施策編についても対策をうっていくの

であれば、個々の事業について数値目標があ

るはずであり、資料５で想定 CO2削減見込

みなど明記していくべきではないか。 

御指摘に従い、資料を修正し、各事業実績から想

定される CO2削減見込みを追記する。 

６ ここに挙げられている取組は、全て緩和策

（CO2排出削減の取組）であるが、酷暑が

続き熱中症対策の強化などが叫ばれている

現状において、適応策（気候変動の影響に備

える取組）についても踏み込んだ政策が必要

ではないか。 

令和６年度事業としては、適応策に係る大幅な事

業費がついていないので資料には記載していな

いが、今後、強化を検討してまいりたい。 

７ 健幸エコハウスの遮熱カーテン補助金につ

いて、予算額および流用額は。 

資料５は当初予算額を示しており、健幸エコハウ

ス補助金事業費 17,331千円の内訳は、遮熱カー

テン補助金が 2,000千円、住宅用太陽光発電・蓄

電池が 15,000千円、諸経費 331千円である。 

遮熱カーテンについては、想定以上の申請をいた

だいており、開始 2週間で当初予算額に達する見

込みとなったことから、まずは 7,000千円を流用

し、その後、開始 6週間で流用後予算額にも達す

る見込みとなったことから、住宅用太陽光発電枠

の 8,000千円を活用させていただき、現時点では

17,000千円の枠で事業を実施している。 

 


